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南
あ
わ
じ
市
の
農
業
や
漁
業
、

地
場
産
業
な
ど
「
食
」
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、

南
あ
わ
じ
市
の
将
来
像
「『
食
』

が
は
ぐ
く
む
ふ
れ
あ
い
共
生
の

都ま

ち市
」
の
構
築
を
目
指
そ
う
と
、

「
第
二
回
食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進

会
」
が
十
月
七
・
八
日
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
淡
路
島
牧
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
日
は
三
原
郡
酪
農
協
同
組
合

の
「
淡
路
島
牛
乳
ま
つ
り
」
も
併

せ
て
開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
約

一
万
五
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
乳
牛
と
和
牛
の
体

格
や
毛
並
み
、
肉
付
な
ど
を
競
い

合
う
畜
産
共
進
会
を
は
じ
め
、
牛

乳
や
焼
肉
の
振
舞
い
、
乳
製
品
や

地
元
野
菜
の
販
売
、
野
菜
苗
の
配

布
、
も
ち
ま
き
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
に
行
わ
れ
、「
食
」
を
通
じ
て

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
畜

産
功
労
者
表
彰
、
共
進
会
の
結
果

は
下
記
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▲おいしい牛乳で乾杯

食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
を
開
催

「
食
」
を
通
じ
た
交
流
の
輪

　

十
月
二
十
二
日
午
前
八
時
、
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の
巨
大
地
震（
南

海
地
震
）
が
発
生
。
市
内
で
震
度

六
弱
の
揺
れ
を
観
測
、
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
後
三
十
年
以
内
に
五
〇
％
以

上
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
地
震
を
想
定
し
た
南
あ
わ
じ

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市

民
や
消
防
団
員
ら
約
一
万
一
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
八
時
、
地
震
発
生
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練
を

開
始
。
市
内
の
全
二
百
二
集
落
で

地
震
・
津
波
を
想
定
し
市
民
が
訓
練

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
交
通
不
便

地
の
解
消
や
高
齢
者
の
外
出
支

援
、
公
共
公
益
施
設
へ
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
平
成

十
四
年
八
月
か
ら
運
行
し
て
い
た

南
淡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・

阿
万
線
）
を
引
継
ぎ
、
南
淡
地
域

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

西
淡
地
域
を
走
る
「
せ
い
太
く

ん
バ
ス
」、
市
中
央
部
を
二
ル
ー

ト
で
循
環
す
る
「
ら
ん
・
ら
ん
バ

ス
」
に
加
え
、
十
月
一
日
か
ら
は

灘
・
国
衙
線
と
阿
万
・
福
良
線
で

「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」（
す
い
せ
ん

号
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
は
、一
回
二
百
円
定
額（
小

人
・
障
害
者
手
帳
等
保
持
者
半

額
）。
六
か
所
の
停
留
所
で
乗
継

ぎ
が
可
能
で
す
。

◆
灘
・
国
衙
線
（
十
四
便
／
日
：

所
要
五
〇
分
）
灘
来
川
、
水
仙

郷
、
灘
小
学
校
前
、
沼
島
汽
船

場
前
、
灘
連
絡
所
前
、
阿
万
東

町
、
伊
賀
野
、
福
井
、
国
衙
な

ど
三
十
二
停
留
所

◆
阿
万
・
福
良
線
（
三
便
／
日
：

所
要
七
五
分
）
阿
万
西
町
、
新

川
、
吹
上
、
本
庄
、
ゆ
ー
ぷ
る
、

潮
美
台
、
南
淡
庁
舎
前
、
赤
坂

な
ど
十
九
停
留
所

▲「らん・らんバス　すいせん号」出発式での試乗
　（９月29日、沼島汽船場前）

南
淡
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
「
す
い
せ
ん
号
」
運
行
開
始

畜
産
功
労
者
表
彰

◆
乳
牛　

田
中　

行
の
ぶ
る

（
広
田
）、

木
下
哲
男
（
榎
列
）

◆
和
牛　

的
崎　

正
（
広
田
）、

森
本　

勇
（
阿
万
）

◆
そ
菜　

長
尾
文
善
（
広
田
）、

田
浦　

昇
（
松
帆
）

共
進
会
成
績　
（
主
な
成
績

の
み
。
〔　

〕
は
出
品
者
）

和
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

う
め〔
福
原
繁
明（
津

井
）〕

◆
最
優
秀
賞　

１
席
＝
み
ゆ
き

〔
居
内　

徹
（
市
）〕、
２
席
＝
ち

づ
る
２
〔
的
崎　

正
（
広
田
）〕、

３
席
＝
あ
さ
こ
〔
沖　

功
（
松

帆
）〕、
４
席
＝
第
２
あ
ゆ
み
〔
樋

口　

林
（
榎
列
）〕、
５
席
＝
と
み

て
る
〔
安
田
成
昭
（
神
代
）〕、
６

席
＝
ゆ
う
き
〔
片
山
長
次
（
八

木
）〕、
７
席
＝
あ
ま
と
し
〔
渡　

敏
昭
（
北
阿
万
）〕

乳
牛
の
部

◆
名
誉
賞　

未
経
産
の
部
＝
レ
デ

イ
ス
マ
ナ
ー
・
セ
プ
テ
ン
バ
ー
・

ヴ
イ
ヴ
イ
ア
ン
〔
淡
路
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
（
八
木
）〕、
経
産
の
部

＝
レ
デ
イ
ス
マ
ナ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
ド
・
Ｅ
Ｔ
〔
山
口
貴
士
（
北

阿
万
）〕

◆
優
秀
賞
１
席　

未
経
産
の
部
＝

ス
ー
リ
ン
・
ダ
ー
ハ
ム
・
ミ
ス
テ

イ
コ
ー
ル
〔
藤
田　

隆
（
北
阿

万
）〕、
経
産
の
部
＝
テ
ク
ス
・
ジ

エ
ス
ロ
・
エ
ア
ロ
ス
タ
ー
〔
㈲
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
倭
文
）〕

▲共進会（乳牛の部）

は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

が
行
わ
れ
、
約
九
千
六
百
人
が
災

害
に
備
え
ま
し
た
（
沼
島
地
区
は

二
十
一
日
に
実
施
）。

　

同
時
刻
、
市
役
所
分
庁
舎
に
は

現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
職

員
の
参
集
状
況
や
被
害
概
要
を
確

認
。
避
難
所
の
運
営
な
ど
を
想
定

し
た
図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
三
原
川
河
川
公
園

で
は
、
自
治
会
代
表
者
、
防
災
関

係
者
ら
約
千
五
百
人
が
参
加
し
て

訓
練
を
開
始
。
増
水
に
よ
る
堤
防

決
壊
を
想
定
し
た
水
防
工
法
訓
練

に
は
消
防
団
と
と
も
に
一
般
住
民

も
加
わ
り
、
土
の
う
積
み
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
善
光
寺
橋
下
流

に
は
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
飛
来
。
医
薬
品
を
吊
り
上

げ
、
沼
島
へ
輸
送
し
ま
し
た
。

　

担
架
で
の
搬
送
や
応
急
手
当
な

ど
に
は
高
校
生
や
看
護
学
生
が
活

躍
し
ま
し
た
。

　

電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
関
係
機
関
に
よ
る
防
災
パ
ネ

ル
展
示
も
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人 

事 

異 

動

　

11
月
１
日
付
。（　

）
は
旧
所
属
。

◆
次
長
級　

健
康
福
祉
部
次
長
兼
福

祉
課
長
事
務
取
扱　

平
野
文
啓
（
健

康
福
祉
部
次
長
）
◆
主
幹
級　

総
務

部
総
務
課
主
幹　

福
原
敬
二
（
財
務

部
国
体
推
進
室
主
幹
）
◆
主
査
・
主

事
級　

総
務
部
市
長
公
室
主
査　

阿
部
志
郎
（
財
務
部
国
体
推
進
室
主

査
）、
総
務
部
三
原
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
主
事　

藤
本
佳
幸
（
財
務
部
国

体
推
進
室
主
事
）、
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事　

亀
淵
重
三
子
（
同
）、
産

業
振
興
部
水
産
振
興
課
主
事　

谷
口

太
輔
（
同
）

退
職
者
（
10
月
31
日
付
）

　

堤
俊
彦
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）

▲負傷程度で緊急性を判断するトリアージ訓練

▲住民も参加した土のう積み

▲現地対策本部職員による図上訓練（南淡庁舎）

▲自治会による初期消火訓練
倒壊家屋からの　
負傷者救出　　　

▲模型を活用した家屋の耐震相談

▲非常食（うどん）の配布

▲農業用水を利用した初期消火
　訓練（八木馬回）

▲地元消防団員による消火栓使用説明
　（阿万中西）


